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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電極対を浸す導電性重水または軽水電解液を含
む電解槽が提供された低エネルギー核反応パワージェネ
レータを提供する。
【解決手段】電極対のアノード１３は白金から形成され
、電極対のカソード１２はパラジウムから形成される。
電圧パルスパケットの列が電極間に印加され、各々はパ
ルスのクラスタを含む。各パルスの振幅および持続期間
、パルスの間隔の持続期間、列の連続するパケットの間
隔の持続期間は、各波動が異なる周波数によって変調さ
れるスーパールーピング波動に従った所定のパターンで
ある。電圧パルスの各パケットは、電極間を流れる電解
液の電流のサージを発生させ、重水または軽水を分解し
、酸素が白金電極で発生し、デュートリウムイオンは、
パラジウム電極に向かって移動する。パルスパケットの
列により生成されるイオンの連続するサージは、パラジ
ウム電極を攻撃して、高イオン充填をもたらし、結果、
融合および熱が発生する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電解槽システムであって、
　内部に導電性の水ベースの電解液が配置されている容器と、
　該電解液に浸されたアノード電極と、
　該電解液に浸されたカソード電極と、
　該アノード電極と該カソード電極とに電気的に接続された電流変調電源であって、高周
波数の２以上の短波によって変調された該電極を介する電流の各長波によって定義される
所定のスーパーウェービングパターンで該電極に電流を印加する電流変調電源と
　を含む、電解槽システム。
【請求項２】
　前記所定のパターンは、該電解液と該電極とを介するスーパールーピング電流パルスパ
ケットの列を生成する、請求項１に記載の電解槽システム。
【請求項３】
　前記複数の短波の各々の振幅は、前記長波の瞬間振幅に比例する、請求項１に記載の電
解槽システム。
【請求項４】
　前記カソード電極は、パラジウムを含む、請求項３に記載の電解槽システム。
【請求項５】
　前記アノード電極は、パラジウムを含む、請求項４に記載の電解槽システム。
【請求項６】
　熱エネルギーを生成する装置であって、
　導電性の水ベースの電解液を含む電解槽であって、該水ベースの電解液の内部には、ア
ノード電極－カソード電極の対が浸されている電解槽と、
　電源と、
　該電解槽の該アノード電極－カソード電極の対と該電源とに接続された波形モジュレー
タであって、該電源は、パルスのクラスタから構成される各電流パルスパケットの列の形
態で、高周波数の電流の２以上の短波によって変調された電流の各長波として定義される
スーパーウェービングパターンで該電極に電流を印加し、対応するパルス電流を該電極間
に流し、該水を分解することにより、酸素が該アノード電極で放出される一方、水素イオ
ンまたは重水素イオンが該カソード電極に向かって移動し、複数のパルスの各パケットは
、該カソード電極を攻撃するイオンのサージを生成し、連続するサージが、入力エネルギ
ーを超える熱エネルギーを生成する該カソードにおいて水素またはデュートリウムの高密
度充填を生成する、波形モジュレータと
　を含む、装置。
【請求項７】
　前記パケットの各パルスの振幅および持続期間、これらのパルスの間隔の持続期間、お
よび、前記列の連続するパケットの間隔の持続期間は、高周波数の波動によって変調され
る低周波数の波動によって定義されるスーパールーピング波動に従った所定のパターンで
ある、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記カソード電極は、パラジウムを含む、請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　パルス電解槽装置であって、
　内部に導電性の水ベースの電解液が配置されている容器と、
　該電解液に浸されたアノード電極と、
　該電解液に浸されたカソード電極と、
　該アノード電極と該カソード電極とに電気的に接続された電流変調電源であって、高周
波数の可変振幅の電流の複数の短波によって変調された該電極を介する電流の各長波によ
って定義される所定のスーパーウェービングパターンで該電極に印加される電力を変調す
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る電流変調電源と
　を含む、装置。
【請求項１０】
　前記複数の短波の各々の振幅は、前記長波の瞬間振幅に比例する、請求項９に記載の装
置。
【請求項１１】
　電解槽において熱エネルギーを生成する方法であって、
　流体電解液を含む導電性水素を含む電解槽と、該電解液に浸されたアノード電極と、該
電解液に浸されたカソード電極とを提供するステップと、
　該アノード電極と該カソード電極とに電流変調電源を接続するステップと、
　可変振幅および高周波数の電流の複数の短波によって変調された該電極を介する電流の
各長波によって定義される所定のスーパールーピングパターンで該電極に印加された電流
を変調するステップと
　を含む、方法。
【請求項１２】
　前記複数の短波の各々の振幅は、前記長波の瞬間振幅に比例する、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記変調するステップは、
　パルスのクラスタから構成される各電流パルスパケットの列を該電極に印加し、対応す
るパルス電流を該電極間に流し、前記水ベースの電解液を分解することにより、酸素が該
アノード電極で放出される一方、水素イオンまたは重水素イオンが該カソード電極に向か
って移動し、複数のパルスの各パケットは、該カソード電極を攻撃するイオンのサージを
生成し、連続するサージが、熱エネルギーを生成する該カソード電極において水素または
デュートリウムの高密度充填を生成すること
　を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　流体電解液を含む導電性水素を含む電解槽と、該電解液に浸されたアノード電極と、該
電解液に浸されたカソード電極と、該アノード電極と該カソード電極とに接続された変調
電流電源とを有するシステムにおける、熱エネルギーを生成する方法であって、
　該電極を介する電流の各長波が可変振幅および高周波数の電流の複数の短波によって変
調される所定のパターンで変調された、変調された電流を該電極に印加するステップ
　を含む、方法。
【請求項１５】
　前記複数の短波の各々の振幅は、前記長波の瞬間振幅に比例する、請求項１４に記載の
方法。
【請求項１６】
　前記印加するステップは、
　パルスのクラスタから構成される各電流パルスパケットの列を前記電極に印加し、対応
するパルス電流を該電極間に流し、前記電解液を分解することにより、酸素が該アノード
電極で放出される一方、水素イオンまたは重水素イオンが該カソード電極に向かって移動
し、複数のパルスの各パケットは、該カソード電極を攻撃するイオンのサージを生成し、
連続するサージが、該カソード電極において水素またはデュートリウムの高密度充填を生
成し、これにより、熱エネルギーを生成すること
　を含む、請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本発明は、２００１年５月３０日に出願された、同時係属中の、同一出願人による米国
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仮特許出願第６０／２９４，５３７号の特権を主張する。
（発明の背景）
（発明の分野）
　本発明は、一般的には、核融合の生成のための電解層の利用に関し、より詳細には、電
解層のアノード電極とカソード電極との間に、融合につながる所定のパターンで、電気パ
ルスが印加される電解層を含む低エネルギー核反応パワージェネレータに関する。
【背景技術】
【０００２】
（従来技術の状態）
　エネルギーが尽きることのない非汚染ソースを提供する核融合に対する探求は、核物理
学の現象を開拓することを追求する。例えば、デュートリウム（重水素）の２つの原子核
が融合する際に、融合生成物質の結合された質量が、元の粒子の微小な質量よりも、わず
かな量だけ少ないことは、公知である。この微小な質量の融合生成物質への変換は、信じ
られない量のエネルギーを放出する。古典的なＥｉｎｓｔｅｉｎ式に表現されるように、
エネルギーは、光速の２乗をかけあわせた質量に等しい。従って、わずかな質量は、膨大
な量のエネルギーを産出する。
【０００３】
　原子物理学者のＥｄｗａｒｄ　Ｔｅｌｌｅｒは、原子爆弾が構築されなくてはならなか
った１９４２年に、核融合の根底原理である提案を進めた。Ｔｅｌｌｅｒは、デュートリ
ウム核は、原子分裂反応によって生成される華氏何百万度の温度を有する激しい炎に放り
込まれた場合、衝突する核はこの環境において融合し、それにより、信じられない量のエ
ネルギーを解放するという理論を立てた。水素爆弾によって、Ｔｅｌｌｅｒ理論は、現実
となった。
【０００４】
　重陽子は、正に帯電した粒子であり、従って、互いに反発する。重陽子が互いに近づけ
ば近づくほど、反発は強くなり、この反発に打ち勝つために取られるエネルギーは大きく
なる。反発力が最大値に達すると、Ｃｏｕｌｏｍｂバリアとして公知であるものを生成す
る。このバリアが貫通され、重陽子が互いに１０兆分の１センチメートルを隔てるようさ
れる場合、強い核力が取って代わり、粒子は融合する。これは、正に帯電した陽子を含む
核が離れて飛行することを妨げる核力と同一である。融合はまた、三重水素核によって発
生するが、三重水素が水素の安定同位元素（ｈｅａｖｙ　ｉｓｏｔｏｐｅ）であるために
、その核は、１つ陽子と２つの中性子を有し、これに対して、デュートリウム核は、１つ
の陽子と単一の中性子を有する。
【０００５】
　熱核反応融合は、融合を達成するのに十分な期間、十分に高密度、かつ、十分に高温で
結合される際に、発生する。太陽の中心は、この激しい炎の中心が膨大な重力の支配下に
あり、かつ、約華氏１０００万度の温度にあるために、熱核反応融合につながる条件を提
供する。地球上では、重力がずっと小さいので、従って、デュートリウム－三重水素（Ｄ
－Ｔ）融合反応を生成するためには、ずっと高温で、すなわち、１０００万のオーダーの
華氏温度が取られる。
【０００６】
　水素爆弾のＴｅｌｌｅｒの発明に従って、重水素核を制御された条件下で融合させ、そ
れにより、核を制限しかつ加熱するために費やされた以上のエネルギーを解放するように
適応されるデバイスを考案するために、過去４０年間に１０億ドルが費やされた。膨大な
大きさの１つのこのようなデバイスは、Ｔｏｋｏｍａｋとして公知である。Ｔｏｋｏｍａ
ｋのトロイダル内側では、強力な磁界が、高温のプラズマを制限しかつ圧迫し、デュート
リウムおよび三重水素イオンを融合させる。
【０００７】
　高温融合は、２つの重い形式の（ｔｗｏ　ｈｅａｖｙ　ｆｏｒｍ　ｏｆ）水素から極め
て高温で原子を剥ぎ取ることによって、Ｃｏｕｌｏｍｂバリアに打ち勝ち、イオンまたは
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プラズマ雲を生成する。膨大な磁石は磁界を生成し、いくつかの核が互いに崩壊して融合
するために十分な時間、プラズマを一緒にして維持する。この熱核融合反応は、三重水素
およびヘリウム核、ならびに、中性子およびガンマ線のシャワーを生成する。
【０００８】
　超巨（ｓｕｐｅｒ－ｇｉａｎｔ）レーザ融合ジェネレータでは、レーザービームは、デ
ュートリウム－三重水素燃料ペレットを爆発させ、その外側の層をペレットから外側に向
かって蒸発させかつ分散させた。その結果の反力は、燃料を崩壊させて、融合を達成させ
る。しかし、エネルギーを生成する熱核融合リアクタを開発する際に費やされた何１０億
ドルの投資にもかかわらず、そのようなジェネレータは、現在、現実のものではなく、そ
れが達成されるかどうかも、予想し得ない。核を融合するための、他の技術的より簡単で
、かつ、より安価な技術が望まれる。
【０００９】
　過去１０年間かそこらにおいて、電力生成のために核を融合する可能性のある技術とし
て、電気化学技術が研究されてきた。研究は、典型的には、電解液が、デュートリウムが
通常の水素の代わりをする水である重水である電解槽を利用する。重水は、そこに溶解さ
れる塩、すなわち、重水素化リチウムによって導電性が提供される。この溶解液に沈めら
れるのは、同様のまたは別の金属（例えば、白金ワイヤ）コイルによって囲まれた金属（
例えば、パラジウム）の小片（ｓｔｒｉｐ）で構成されたアノード－カソード電極対であ
る。
【００１０】
　ｄ－ｃ電圧がこれらの電極間に印加される場合、重水内の結果として生じる電流は、重
水をその構成元素に分解する。結果として、酸素は、プラチナ電極で気体として放出され
る一方、デュートリウムイオンは、パラジウム電極に向かって移動する。パラジウム金属
に高密度のこれらのイオンを構築することは、低エネルギー核反応を開始させると考えら
れる。このような低エネルギー反応によって放出されたエネルギーは、電極の原子格子に
よって捉えられ、熱として現れ得る。
【００１１】
　１９８９年に、Ｍａｒｔｉｎ　ＦｌｅｉｓｃｈｍａｎｎおよびＳｔａｎｌｅｙ　Ｐｏｎ
ｓは、電気化学電解槽における過剰の熱生成を観測するとすぐ、彼らが発見したデュート
リムイオンの室温融合の証拠を主張した。今や一般的に理解されていることは、彼らの観
測は、デュートリウム－デュートリウム融合の観測ではなく、いくつかの他の現象であっ
たことである。Ｅ．Ｓｔｏｒｍｓ、Ｇ．Ｈ．Ｍｉｌｅｙらによるさらなる電気化学研究は
、関連する現象は、固体電極の変則的な核プロセスであることを示す。過剰の熱生成は、
水素核自体の融合ではなく、水素または同位体水素核と固体電極材料の核との融合に由来
し得る。生成された過剰の熱量は、電極に印加された電圧の性質、および、その結果電解
液を介して流れる電流が定常か、または、パルスかどうかに依存すると見られる。
【００１２】
　任意の場合において、今日、電気化学電解槽は、商業上発展可能な電力ソースであり得
る程には十分な過剰の熱を生成しない。電気化学電解槽設計および操作方法におけるさら
なる改良が、望まれる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
（要旨）
　本発明の主目的は、導電性重水または軽水電解液に浸された電極の対を有する電解槽を
含む低エネルギー核反応パワージェネレータを提供することである。本発明の電極に対し
て、所定のパターンの電気パルスが印加される。
【００１４】
　電解液を介してパルス電流が流される従来の電解槽と本発明とを区別する本発明の重要
な特徴は、本発明に従った電解槽において、非常に融合につながりやすいパルスパターン
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でパルスが生じることである。より詳細には、本発明の目的は、電力の形式で電解槽に印
加されるよりもずっと多くの熱の形式のエネルギーを提供する低エネルギー核反応パワー
ジェネレータを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　簡単に述べると、これらの目的は、アノードおよびカソードがプラチナ、パラジウム、
チタン、ニッケルまたは任意の他の適切な金属から形成される金属性電極対を浸す導電性
電解液を含む電解槽が提供される、低エネルギー核反応パワージェネレータにおいて、達
成される。電解液は、軽水、重水、および液体金属等の任意の適切な流体であり得、また
は、半導体等の適切な固体の材料であってもよい。これらの電極間に印加されるのは、電
圧パルスパケットの列であり、各々は、パルスのクラスタを含む。
【００１６】
　パケットの各パルスの振幅および持続期間、パルスの間隔の持続期間、および、列の連
続するパケットの間隔の持続期間は、各波動が異なる周波数の波動によって変調されるス
ーパールーピング波動に従った所定のパターンである。電圧パルスの各パケットは、電極
間を流れる電解液の電流のサージを発生させ、電解液（例えば、重水または軽水）を分解
し、例えば、パラジウム電極において酸素を発生させる一方で、水素（または同位体水素
、例えば、デュートリウム）イオンは、例えば、パラジウム電極に向かって移動する。パ
ルスパケットの列によって生成される連続的なイオンのサージが、金属性電極を攻撃して
、高イオン充填をもたらす。高イオン充填は、好ましくは、融合を生じさせ、融合の結果
として、熱の形式のエネルギーを生成する。熱の形式のエネルギーは、電極に印加される
電圧パルスのエネルギーよりも大きい。
【００１７】
　尚、高イオン充填は、水素または他のイオンを金属の構造に導入することによって、金
属性電極の抵抗率（すなわち、電流の流れを妨害する物質の能力の測定単位）を実質的に
増加させ得る。この抵抗率は、好ましくは、金属性電極を介してパルス電流を流し、かつ
、電流の経時変化を計測することによって、リアルタイムで、計測され得る。経時的に計
測される電流は、抵抗率の変化、および、従って、経時の金属性電極のイオン充填のレベ
ルを示す。従って、リアルタイムのイオン充填のインディケータは、金属性電極を介して
電流を継続的に流し、かつ、電流を計測することによって実現され得る。
　例えば、本発明は以下を提供する。
　（項目１）
金属の抵抗率を増加させる装置であって、該装置は、
　Ａ．内部にアノード－カソード対を浸す導電性電解水溶液を含む電解槽であって、該カ
ソードは、金属から形成される、電解槽と、
　Ｂ．該電極間に、それぞれがパルスのクラスタを含むパルス電圧パケットの列を印加し
て、対応するパルス電流を該電極間に流す手段であって、該水を分解することにより、酸
素が該アノード電極に発生する一方で、水素イオンが該金属電極に向かって移動し、各パ
ルスのパケットが、該パラジウムを攻撃するイオンのサージを生成し、連続するサージが
、該金属上にイオンの高密度充填を生成する、手段と
　を備える、装置。
　（項目２）
前記パケットの各パルスの振幅および持続期間、これらのパルスの間隔の持続期間、およ
び、前記列の連続するパケットの間隔の持続期間は、各波動が異なる周波数の波動によっ
て変調されるスーパールーピング波動に従った所定のパターンである、項目１に記載の装
置。
　（項目３）
前記パルスパケットの列は、前記パターンの電圧パルスを生成するようにプログラムされ
るコンピュータによって制御される電子モジュレータにより、出力が前記電極に印加され
る、ｄ－ｃソースによって生成される、項目１に記載の装置。
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　（項目４）
前記カソード電極は、金属の小片によって形成され、かつ、前記アノード電極は、前記金
属の小片を取り囲む金属性ワイヤのコイルによって形成される、項目１に記載の装置。
　（項目５）
各パケットは、少なくとも５つのパルスを有する、項目２に記載の装置。
　（項目６）
各パケットは、約３０秒の持続期間を有する、項目２に記載の装置。
　（項目７）
前記連続するパケットの間隔は、約２秒から５秒の範囲にある、項目２に記載の装置。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、スーパールーピングウェーブ現象を概略的に示す。
【図２】図２は、本発明に従った低エネルギー核反応電解槽を概略的に示す。
【図３】図３は、電解槽の電極に印加された電気パルスのパターンを示す。
【図４】図４は、緩和（ｒｅｌａｘａｔｉｏｎ）期間の間にオフにスイッチされたパルス
パケットによって、電解槽の電極に印加された電気パルスのパターンを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
（本発明の詳細な説明）
　本発明および本発明の他の目的および特徴のよりよい理解のために、付属の図面に関連
して読まれ得る以下の詳細な説明が参照され得る。
（発明の詳細な説明）
（スーパールーピング）
　本発明は、より多量の過剰の熱の生成が、電解槽を介して流れる電流をパルシングする
ことによって達成されるという、Ｌｏｓ　Ａｌａｍｏｓ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｌａｂｏｒ
ａｔｏｒｙにおける発見を超えて、重要な利点を表わす。本発明において、電解槽の電極
に印加されるのは、電解槽内にパルス電流を生成させる電圧パルスである。しかし、これ
らのパルスは、定常の振幅および持続時間ではなく、パルスの振幅と持続時間およびそれ
らの間隔とが、例えば、融合反応を促進するパラジウム電極においてデュートリウムイオ
ンの高充填（ｄｅｎｓｅ　ｐａｃｋｉｎｇ）をもたらすように変調されるパターンである
。
【００２０】
　これらのパルスパターンは、雑誌「Ｃｌｙｃｌｅ」の１９９４年３月／４月号に掲載さ
れたＩｒｖｉｎｇ　Ｉ．　Ｄａｒｄｉｋの論文「Ｔｈｅ　Ｇｒｅａｔ　Ｌｏｗ　ｏｆ　ｔ
ｈｅ　Ｕｉｖｅｒｓｅ」において前進した理論に陳述されるような、スーパールーピング
アクティビティに従う。この論文は、本明細書中で参照として援用される。
【００２１】
　Ｄａｒｄｉｋの論文に示されるように、自然界のものは、全て絶え間ない運動であちこ
ち移動する原子を含むということは、一般的に、科学において受け入れられており、原子
は、少しだけ離れた距離にある場合に互いに引き付けあい、互いに圧迫されると反発する
。対照的に、Ｄａｒｄｉｋの仮説によると、宇宙における全てのものは、波打つ波動を含
み、このアクティビティは、「スーパールーピング」と呼ばれる。スーパールーピングは
、運動する物質を生じさせ、かつ、運動する物質である。すなわち、その両方が、物質－
空間－時間を規定するために同時に変化する。
【００２２】
　従って、事実上、波動の周波数および振幅における変化は、他方から独立であり、かつ
、異なるものではなく、同時に存在し、かつ、同一のものであり、２つの異なる階層レベ
ルを同時に表わす。全ての波動は、波動の中により小さい波動および変化する周波数を組
み込むため、波動周波数の任意の増加は、同時に新しい波動パターンを生成し、一方は、
他方無しでは存在し得ない。
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【００２３】
　全ての波動は、必ずより小さな波動を組み込み、より大きな波動に含まれる。従って、
各高振幅低周波数の長波は、多くのより高周波数低振幅の短波に変調される。スーパール
ーピングは、他方の内部で波打つ波動の進行中のプロセスである。
【００２４】
　図１は（Ｄａｒｄｉｋの論文における図から適応した）は、スーパールーピング波動現
象を概略的に示す。図１は、例えば、短波（ｍｉｎｏｒ　ｗａｖｅ）１２０および１３０
によって変調された低周波数の長波（ｍａｊｏｒ　ｗａｖｅ）１１０を示す。短波１２０
および１３０は、（長波１１０と比較して）進行的に（ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅｌｙ）よ
り高周波数を有する。より一層の高周波数の別の短波は、簡便のために示されないが、長
波１１０を変調し得る。
【００２５】
　この波打つ波動の新しい原理は、波動周波数および波動強度（波動の２乗）が同時かつ
連続的であることを説明する。２つの異なる種類のエネルギー、すなわち、周波数に比例
する波によって運ばれるエネルギーと、強度に比例するエネルギーはまた、同時かつ連続
的である。従って、エネルギーは、波打つ波動、または「波動／エネルギー」である。本
発明に従った低エネルギー核反応パワージェネレータにおいて、電解槽の電極に印加され
たパルスのパターンは、スーパールーピングアクティビティから誘導される。
（低エネルギー核反応パワージェネレータ）
　ここで図２を参照すると、容器１０を有する電解槽が提供される本発明に従った、低エ
ネルギー核反応パワージェネレータの１つの好ましい実施形態が示される。容器１０は、
電解液１１を含む。電解液１１は、任意の適切な重水、軽水、融解した金属等の液体電解
液である。図示の目的のために、例えば、電解液１１は、そこに溶解した適切な塩によっ
て導電性がもたらされた重水である。
【００２６】
　電解液に浸されるのは、カソード１２およびアノード１３によって形成されるアノード
－カソード電極対である。カソード１２およびアノード１３は、パラジウム、プラチナ、
チタン、ニッケル等の任意の適切な金属から作られ得る。図示の上で、カソード１２は、
例えば、パラジウムの小片（ｓｔｒｉｐ）であり、かつ、アノード１３は、例えば、プラ
チナのコイルであり得る。アノードコイル１３は、パラジウム金属の小片を囲むことによ
り、電極は、導電性電解液１１によって橋絡され、電極間に印加された電圧により、電流
をそれらの間に流す。
【００２７】
　電解槽の電極間に接続されるのは、低電圧バッテリであり、その結果、重水または軽水
電解液を介して一様の電流が流れ、重水または軽水を分解させ、それにより、酸素ガスが
、プラチナアノード電極で遊離し、一方で、水素イオンは、パラジウムカソード電極に向
かって移動し、そこに蓄積する。
【００２８】
　本発明のジェネレータにおいて、動作がプログラムコンピュータ１６によって制御され
る電子モジュレータ１５を介して、電解槽の電極１２と１３との間に出力が印加される、
ｄ－ｃ電圧ソース１４が提供される。ここで、モジュレータは、振幅と持続期間およびパ
ルスの間隔の持続期間がプログラムによって決定される、電圧パルスを発生させる。従っ
て、ソースが４５ＶＤＣ出力を提供する場合、プログラムに依存して、パルスの最大振幅
は、４５ＶＤＣになり、より小さい振幅を有するパルスの振幅は、多かれ少なかれ、４５
ＶＤＣ以下である。
【００２９】
　コンピュータ１６は、パルスパケットの列（ｔｒａｉｎ）を生成するように、電子モジ
ュレータを起動するようにプログラムされる。各パケットは、図３に示されるパターンを
前提とするパルスのクラスタによって形成される。従って、列の第１のパケット、すなわ
ち、パケットＩは、振幅が進行的に変化する５つのパルスＰ１からＰ５を含み、パルスＰ



(9) JP 2010-174379 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

１は、最も小さい振幅であり、かつ、パルスＰ５は、最も大きい振幅である。パルスＰ１

からＰ５の各持続期間は、進行的に変化し、それにより、Ｐ１は、最も短い持続期間にな
り、かつ、パルスＰ５は、最も長い持続期間になる。パケットを形成するクラスタの連続
的なパルスの間隔Ａは、持続期間が進行的に変化する。従って、パルスＰ４とＰ５との第
１の間隔は、持続期間が最も短く、かつ、パルスＰ４とＰ５との最後の間隔が、持続期間
が最も長い。パケットは、５つのパルスを含むように示されるが、実際には、より少ない
、または、より多い数のパルスを有し得る。パケットの持続期間は、実際には、約３０秒
であり得、連続的なパケットの間隔は、２秒から５秒の範囲であり得る。
【００３０】
　列（ｔｒａｉｎ）の第２のパケット、すなわち、パケットＩＩもまた、５つのパルスＰ

６からＰ１０を含むが、これらの振幅および持続期間ならびにパルスの間隔は、パケット
Ｉのパルスクラスタにおけるものの逆である。従って、パルスＰ６が最も大きい振幅であ
り、かつ、Ｐ１０の振幅が最も小さい振幅である。
【００３１】
　列の第３のパケット、すなわち、パケットＩＩＩは、振幅および持続期間ならびにパル
スの間隔がパケットＩのそれらに対応する、５つのパルスＰ１１からＰ１５のクラスタか
ら形成される。列の連続的なパケットの間隔は、パケットからパケットへ変化する持続期
間Ｂを有する。
【００３２】
　連続的なパケットのパルスの変化する振幅は、長波Ｗ１の振幅の包絡線に適合する。パ
ケットのパルスの変化する持続期間は、周波数が長波Ｗ１の周波数と異なる短波Ｗ２の振
幅の包絡線に適合する。パケットのパルスの間隔の変化する持続期間は、異なる周波数の
さらに別の短波Ｗ３の振幅包絡線に適合する。列の連続するパケットの間隔の変化する持
続期間は、異なる周波数のさらに別の短波Ｗ４の振幅包絡線に従う。
【００３３】
　第２のモジュレータ２０は、カソード１２の抵抗率を計測するために実装される。好ま
しくは、第２のモジュレータ２０は、ＡＣ電流を生成し得、カソード１２を通ってＡＣ電
流を流す。
【００３４】
　このＡＣ電流は、好ましくは、電子モジュレータ１５によって生成されるパルスと異な
る周波数である。このように、モジュレータ１５によって生成されるパルスと第２のモジ
ュレータ２０によって生成される電流との間に、実質的な干渉は存在しない。
【００３５】
　図３に提案される構成において、モジュレータ２０によって提供される電流は、カソー
ド１２の抵抗率を計測するために利用され得る。この計測は、カソードを横断する電位を
計測する間、実質的に定常であり得る（すなわち、電流のピークおよび谷の振幅ならびに
電流の周波数は、実質的に定常である）ＡＣ電流をカソード１２を通って流すことによっ
て達成され得る。電位の変化は、関係式
Ｖ（ｖｏｌｔａｇｅ）＝Ｉ（ｃｕｒｒｅｎｔ）＊Ｒ（ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ）
に基づいて、抵抗率の変化に反映する。そして、公知の抵抗率の変化は、カソードのイオ
ン充填のレベルを示すために利用され得る。上述されたように、イオン充填は、本発明に
従って、電解槽の低エネルギー核反応を成功させるために必要な前兆であり得る。
【００３６】
　明確にするために、図３において、波動Ｗ１に波動Ｗ１に重ね合わされた短波Ｗ２、Ｗ
３およびＷ４の部分のみが示されることが理解される。さらに明確にするために、互いに
関連し、かつ、長波Ｗ１と関連する、スーパールーピング短波Ｗ２、Ｗ３およびＷ４の振
幅ならびに周波数は、縮尺されて示されない。実際に、短波の最大振幅は、長波の瞬時の
振幅に比例し得る。従って、短波Ｗ２およびＷ３（長波Ｗ１のおよそピークの振幅に位置
する）は、短波Ｗ４（波動Ｗ１のおよそ谷底に位置する）の最大振幅よりもずっと大きい
最大振幅を有する可能性が高い。長波のピークにある短波Ｗ２およびＷ３の最大振幅は、
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の強度を有し得る。長波内のスーパールーピング短波ならびにそれらの周波数および振幅
の分布の他の図示は、本明細書中で参照として援用されるＤａｒｄｉｋの論文「Ｔｈｅ　
Ｇｒｅａｔ　Ｌａｗ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｕｎｉｖｅｒｓｅ」に示される図によって提供され
る。
【００３７】
　図３の参照に続いて、列を構成する電圧パルスのパターンは、スーパールーピング波動
Ｗ１からＷ４によって規定され、電解液に浸される電極間を流れる電流は、従ってパルス
になる。
【００３８】
　従って、パラジウム電極に向かって移動するデュートリウムイオンの一様な流れではな
く、デュートリウムイオンは、クラスタで移動して（それぞれがパルスのパケットによっ
て生成される）、パラジウム電極を攻撃するデユートリウムイオンの高強度サージを生成
する。パラジウム電極を繰り返し攻撃するデュートリウムイオンのサージは、パラジウム
においてこれらのイオンの高充填を生じさせ、それらを融合して熱を生成する。
【００３９】
　高度に効果的なコンピュータパルスパターンプログラムは、最適の結果を提供し、その
結果として、大量のパラジウム電極の融合熱をもたらす。これらは、最も効果的なパター
ンを発見するために、プログラムを修正することによって、実験的に決定され得る。最も
効果的なパルスパターンの一例は、長波Ｗ１の下降局面に対応する緩和（ｒｅｌａｘａｔ
ｉｏｎ）期間を組み込むことである。パルス列におけるパルスパケットは、下降局面に対
応する緩和期間の間に完全にオフにされる。図４は、パルス（例えば、パケットＰ２、図
３）が完全に緩和期間の間にオフに切り替えられた状態のパルスパターンを示す。
【００４０】
　各波動周期のピークのパルスを発生させるように、デジタル化されたスーパールーピン
グ波動の形成から、プログラムが開発される。上述のＤａｒｄｉｋの論文は、スーパール
ーピング波動の様々な形式を示す。
【００４１】
　低エネルギー核反応パワージェネレータの好ましい実施形態が示されたが、本発明の意
図から逸脱することなく、本明細書に多くの改変をなし得ることが理解されるべきである
。従って、プラチナワイヤの変わりにシリコンを利用してもよい。電極対は、図２に示さ
れるコイルによって囲まれる小片によってではなく、同心チューブによって形成され得る
。
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【図３】 【図４】
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